



































「主屋」は、桁行 9.1m×梁行 5.5m の木造 2 階建て（一部平家建て）の切妻屋根にスパニ
ッシュ瓦が葺かれている。外観は真壁造りとし、土壁の面とその上から白色の塗り物がなさ
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続いて「離れ」について説明する。建物は桁行 13.6m×梁行 6.4m の木造と組積造からな
る平家建てである。ここは、木造で建設されている部分に、3.6m×3.2m の 2 つの居室と、









図 2-3-4 3D による「主屋」の軸組図 







棟木から母屋を通り軒桁へと渡される垂木には丸太が用いられ、屋根勾配は 3 寸 6 分とな
っている。垂木の上には、屋根葺き材を受ける小舞が垂木と直交する方向で掛けられてい
る。なお、1 階の土台から胴差までの内法は 2470 ㎜、2 階の胴差から軒桁までの内法は
2545 ㎜であった。 
2 階には天井が張られていないため、小屋組みが露出している。小屋束には「3 九」、これ
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図 2-3-5 2 階管柱に接続する桁下と楣、窓台の納まり 





















写真 2-3-6 ヤシの木を用いた木舞下地 
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 六川家の敷地は、レジストロ中心部から西へ直線で約 10 ㎞の四部 437 番にある。植民地
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